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研究・成果概要

「革新的構造用金属材料創製を目指したヘテロ構造制御に基づく新指導原理の構築」

放射光源：SPring-8
BL15XU ，BL19B2 (加速エネルギー:30keV, λ=0.413Å)
ビームサイズ:2.5mm x0.15mm
検出器: Flat IP 半導体検出器(PILATUS300K)
露光時間，2s
板状引張試験片：板厚0.5mm

CHS:0.245mm/min

放射光を用いた引張変形中のIn-situ透過X線回折
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化学組成
超微細フェライト-オーステナイト組織の作製

超微細フェライト
-セメンタイト組織

超微細フェライト
-オーステナイト組織
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X線回折
固溶炭素濃度の算出
Cu-Kα線，2θ=30～140°

丸棒引張試験
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SEM-EBSD（焼鈍後組織）
電解研磨後,TD面観察

＜機械的特性＞

＜組織＞
SEM（焼鈍前組織）
電解研磨後,TD面観察

結果と考察

TS1500MPa×TEL30%=45000MPa%達成

固溶炭素濃度

焼鈍温度を700℃にあげることで，初期g体積率が大きく増加し、それが30％で使い切る適
切な安定性を有した．⇒強度が675℃材の1.5倍の1500MPaを達成し, 全伸び30％を得た.

強度延性バランス

675℃x1h焼鈍材

𝐕𝐕𝛄𝛄=35%

𝐕𝐕𝛄𝛄=30%

gが5%残留

700℃x1h焼鈍材

𝐕𝐕𝛄𝛄=35%

𝐕𝐕𝛄𝛄=45%

𝐕𝐕𝛄𝛄=50%

gの残留なし

引張変形中のg体積率変化挙動

675℃x1h 2Si-5Mn鋼

大きな初期g体積率と固溶炭素濃度を達成

１． 1500MPa-30%超高強度・高延性5%Mn鋼の力学特性発現機構の放射光解析

指導原理 TSはVg（オーステナイト体積率）が決める。 伸びはVg x Cing（オーステナイト中の固溶C)が決める。

２． 低炭素 - 2Si - 5%Mn フレッシュマルテンサイト鋼の高強度・高延性発現機構の放射光解析

フレッシュマルテンサイトの高強度化と高延性化
１）転位密度の上限値をあげること、
２）転位密度の増加速度をおさえることが指導原理。

自動車用ハイテン 高強度かつ衝突安全性
鋼への本格的展開のための共同研究。

想定する分野・用途
産業界への期待・要望

というように さまざまな高度レベルでの高延性
を達成するための、自動原理確立。溶接継ぎ手強度の確認。最終目標


